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新しい年　新しいチャンス第１特集

中学校再編 ～ 新 中 学 校 建 設 基 本 設 計 （ 案 ） ～  第 2特集

令和 6年能登半島地震
災害義援金を受け付けています
ところ▶市役所（会計課）、すこやか（福祉課）



変
化
す
る
社
会
の
中
で

新
し
い
勝
山
市
の
実
現
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
に
て
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

�

こ
ど
も
政
策
、
就
学
前
児

童
へ
の
対
応

　

昨
年
4
月
に
教
育
委
員
会
に
こ
ど
も

関
連
部
門
を
一
本
化
し
ま
し
た
。
保
健
・

福
祉・教
育
部
門
が
連
携
し
、
さ
ら
に
は
、

小
学
校
や
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
を

密
に
す
る
こ
と
で
、
幼
児
教
育
と
小
学
校

教
育
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
9
月
か
ら
第
1
子
の
保
育

料
を
無
償
化
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
県
内
で
初
め
て
就
学
前
の
全
児
童
の

保
育
料
を
完
全
無
償
化
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
私
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
対
す
る
運

営
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在

策
定
中
の
「
勝
山
版
幼
児
教
育
・
保
育
方

針
」
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
幼
児
教
育

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�

新
中
学
校
の
建
設
、
開
校

に
向
け
て

　
昨
年
3
月
、
勝
山
市
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
勝
山
市
立
中
学
校
建
設
基
本
計
画

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
新

中
学
校
建
設
に
あ
た
り
、
校
舎
の
配
置
や

規
模
、
必
要
な
諸
室
と
配
慮
事
項
、
概
算

事
業
費
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
基

本
方
針
と
考
え
方
を
ま
と
め
、
示
し
た
も

の
で
す
。
令
和
9
年
4
月
の
新
中
学
校
の

開
校
に
向
け
、
本
格
的
に
準
備
が
始
ま
り

ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
新
中
学
校
が
目
指
す
「
学
校

像
」、「
生
徒
像
」
の
実
現
に
向
け
、
自
校

式
給
食
を
提
供
す
る
給
食
室
の
設
置
、

I
C
T
環
境
の
充
実
と
効
果
的
な
活
用

が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
な
ど
魅
力

あ
る
中
学
校
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
後
の
勝
山
市
の
教
育
の
中
核
と
な

る
新
中
学
校
の
建
設
、
開
校
に
向
け
た
準

備
を
遅
滞
な
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

観
光
振
興

　

昨
年
7
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
県

立
恐
竜
博
物
館
と
か
つ
や
ま
デ
ィ
ノ

パ
ー
ク
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た

オ
ー
プ
ン
か
ら
30
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
で
は
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
営
業
開
始
以
降
、
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
3
月
16
日
の
北
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陸
新
幹
線
県
内
開
業
、
令
和
8
年
春
の
中

部
縦
貫
自
動
車
道
県
内
全
線
開
通
な
ど
、

高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
好
機
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
昨
年

D
M
O
法
人
勝
山
市
観
光
ま
ち
づ
く
り

㈱
が
設
立
し
た
「
勝
山
観
光
戦
略
協
議

会
」
を
活
用
し
、
地
域
の
観
光
事
業
者
全

体
の
振
興
に
よ
る
観
光
の
産
業
化
実
現

に
向
け
て
事
業
者
を
支
援
し
、
観
光
に
よ

り
地
域
の
経
済
を
活
性
化
し
ま
す
。

　
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
と
の

衝
突
、
米
中
の
覇
権
を
め
ぐ
る

対
立
な
ど
予
断
が
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
温
暖
化
に
起
因
す
る

と
い
わ
れ
る
異
常
気
象
は
、
異

常
な
大
雨
や
一
転
し
て
の
渇

水
、
そ
し
て
暖
冬
と
ド
カ
雪
な

ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
で
は
、
30
年
に
わ

た
っ
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
出

口
を
探
る
中
で
諸
物
価
高
騰
や

所
得
格
差
の
拡
大
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自

治
体
と
し
て
も
こ
う
し
た
課
題

に
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
勝
山
市
と
し
て
は
、
市
民

新年のごあいさつ

の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

令
和
6
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
素

敵
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
、

結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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2 0 2 4年  　1月号

新年のごあいさつ� 02

第1特集　新しい年　新しいチャンス� 05

第2特集　中学校再編�～新中学校建設基本設計（案）～�10

確定申告がはじまります� 12

市からのお知らせ� 14

市民の広場� 19

人口の動き　�12月末現在（前月比）
総人口� 21,483人（＋22）
世帯数� 7,937世帯
男性� 10,265人（＋21）
女性� 11,218人（��＋1）
出生� 7人
死亡� 22人
転入� 62人
転出� 25人

12月の交通事故　（前年比）

事故� 45件（＋2）
死者� 0人（±0）
負傷者� 3人（＋1）

1月の納税

（市・県民税(4期)・国民健康保険税（4期））
納期限� 1月31日
口座振替� 1月26日

目次

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

旧 ((

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

Cover m
odel

『 勉強に励み、昨年よりも楽しい1年にしたいです。  』

天
あ ま の

野　ほのか さん　（写真左）

天
あ ま の

野　わかな さん　（写真右）

X

※勝山市は今年市制施行70周年を迎えます
広報かつやま1月号 №830広報かつやま1月号 №830　　　　 4 4



New Gateway!

新しい年
新しいチ

ャンス
第1特集

　　3.16　いよいよ北陸新幹線福井・敦賀　開業 !

変わる「旅行者の志向」22
大交流時代を地域づくりへ３３

大交流時代の幕開け１１
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11

　
今
年
3
月
16
日
㈯
、
い
よ
い
よ
北
陸
新

幹
線
が
福
井
・
敦
賀
ま
で
開
業
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
東
京
ー
福
井
間
が
、
最

短
2
時
間
51
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
た
長
野
・
金

沢
間
で
は
、
平
成
26
年
の
開
業
前
と
比
較

し
て
、
首
都
圏
と
の
交
流
が
約
1・5
倍
、

観
光
入
込
客
が
約
1
・
2
倍
に
増
加
し
ま

し
た（
※
）。
福
井
県
で
も
同
様
に
観
光
入

込
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
勝
山
市
で
は
今
年
以

降
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
大
型
事
業

が
目
白
押
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
関
西
圏

や
中
京
圏
だ
け
で
な
く
、
関
東
圏
か
ら
も

人
や
企
業
の
往
来
が
拡
大
す
る
『
大
交
流

時
代
』が
今
拓
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
0
0
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
の
取
り
組
み
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

※�

鉄
道・運
輸
機
構「
北
陸
新
幹
線（
長
野・

金
沢
間
）
～
事
後
評
価
の
概
要
～
」

令和5年
（2023）
県立恐竜博物館・
ディノパーク
　リニューアル

令和6年
（2024）

令和7年
（2025）

令和8年
（2026）

北陸新幹線
　福井・敦賀開業

中部縦貫自動車
　県内全線開通
県立大学恐竜学部（仮称）
　勝山キャンパス整備（予定）

平泉寺白山神社
　三十三式年開帳
かつやま恐竜の森
　再整備・管理運営事業

大
交
流
時
代
の
幕
開
け

大
交
流
時
代
の
幕
開
け
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第1特集　新しい年　新しいチャンス

　
近
年
の
旅
行
形
態
は
、
ツ
ア
ー
や
パ
ッ

ク
旅
行
商
品
を
活
用
し
た
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
進
み
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
旅
行
者
が
地
域

の
発
信
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
簡
単

に
な
っ
た
こ
と
で
、
旅
行
者
は
旅
先
で
の

本
物
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
根
付
く
生
活
文

化
、
産
業
に
携
わ
る
人
に
魅
力
を
感
じ
た

り
、
共
感
し
た
り
と
、
観
光
・
旅
行
に
求

め
る
価
値
観
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
若
い
世
代
で
は
、
旅
行
先
に
お
け

る
地
域
の
人
と
の
交
流
意
向
が
高
く

な
っ
て
い
る
ほ
か
、地
域
の
自
然
、歴
史・

文
化
、
地
域
特
有
の
観
光
施
設
に
訪
れ
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
旅
行
者
の
志
向
の
変
化

は
、
こ
れ
ま
で
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
ジ

オ
パ
ー
ク
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
勝
山
市
に
と
っ
て
強
い
追
い
風
に
な
っ

て
い
ま
す
。

0

10

20

30

40

50
ファンである理由

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

  

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

魅
力
的
な
体
験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

  
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

地
域
特
有
の
文
化
を

  

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

気
候
が
よ
く
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
よ
っ
て

  

異
な
る
風
景
を
味
わ
え
る

魅
力
的
な
宿
泊
施
設
が
あ
る

魅
力
的
な
飲
食
店
が
あ
る

魅
力
的
な
温
泉
が
あ
る

魅
力
的
な
街
並
み
が
あ
る

魅
力
的
な
食
を

  

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
歴
史
・
文
化
財
が
あ
る

魅
力
的
な
観
光
施
設
が
あ
る

魅
力
的
な
自
然
が
あ
る

（％）

出典）公益財団法人
日本観光振興協会

「観光の実態と志向」

【質問項目】
国内観光旅行先として

「この地域のファンである」
と思える地域の理由

22

変
わ
る「
旅
行
者
の
志
向
」

変
わ
る「
旅
行
者
の

変
わ
る「
旅
行
者
の
志
向
志
向
」」

その他

北陸
（石川、 富山）

中京圏
（愛知、 岐阜、 滋賀、 三重、 静岡）

関西圏
（大阪、 京都、 兵庫、 奈良）

関東圏
（東京、 神奈川、 埼玉）

地域別構成割合

関東圏は約10％

0

50

100

150

200

250 観光入込客数の推移

R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24

令和元年

過去最高
221.6 万人

( 万人 )
　勝山市の観光入込客数はコロナ禍前の
令和元年に、過去最高となる221.6万人
の入込がありましたが、コロナ禍により
令和2年、3年は大きく減少しました。し
かし令和4年には再び200万人を超える
など増加しています。特にリニューアル
した恐竜博物館は、リニューアル前と比
較して増加傾向にあり、県が目標として
いた年間140万人のペースで観光客が訪
れています。

　県外から勝山市を訪れた人の地域別構
成割合は、関西圏が約30％で最も多く次
に中京圏の約25％となっており、関東圏
は約10％にとどまっています。しかし日
本政策投資銀行北陸支店が発表したレ
ポートによると、首都圏からの入込がビ
ジネス客で110.8%、観光客で92.3%増
加すると推計されています。出典）地域経済分析システム（RESAS）

出典）勝山市のすがた
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　今、幕を開けようとしている「大交流時代」。このチャンスをどのように地域づくり
に生かしていくか、観光やまちづくり活動に携わる方々にお話を伺いました。

大人気！恐竜列車
えちぜん鉄道が昨年運
行した恐竜列車は、全
便満席になるほど人気。今年も3
月から運行を予定し、多くのお客
様の利用が見込まれる。

福井県観光データ
分析システム（FTAS）

県立恐竜博物館
の予約状況など
観光客動向データを確認する
ことができます。データを活
用して、より戦略的な商品開
発やプロモーション活動を一
緒に取り組みましょう。

北陸新幹線から勝山へ

リピーターにつながる旅の始まりを

　

北
陸
新
幹
線
が
福
井
・
敦
賀
ま
で
開

　

北
陸
新
幹
線
が
福
井
・
敦
賀
ま
で
開

業
す
る
と
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
す

業
す
る
と
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
す

る
お
客
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
な

る
お
客
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

車
内
で
は
、
沿
線
市
町
の
観
光
施
設

　

車
内
で
は
、
沿
線
市
町
の
観
光
施
設

や
駅
を
降
り
て
か
ら
の
交
通
手
段
な
ど

や
駅
を
降
り
て
か
ら
の
交
通
手
段
な
ど

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
混
雑
し
た
場
合

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
混
雑
し
た
場
合

で
も
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
て
良

で
も
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ま
た
福
井
県
や
勝
山
市

　

そ
の
結
果
、
ま
た
福
井
県
や
勝
山
市

に
訪
れ
た
い
と
思
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

に
訪
れ
た
い
と
思
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

加
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
に
は
、
県
立
恐
竜
博
物
館
が

　

勝
山
市
に
は
、
県
立
恐
竜
博
物
館
が

あ
る
た
め
、
北
陸
新
幹
線
の
福
井
・
敦

あ
る
た
め
、
北
陸
新
幹
線
の
福
井
・
敦

賀
開
業
後
は
、
間
違
い
な
く
多
く
の
旅

賀
開
業
後
は
、
間
違
い
な
く
多
く
の
旅

行
者
が
訪
れ
ま
す
。

行
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
地
域

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
平

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
平

泉
寺
や
越
前
大
仏
な
ど
市
内
の
観
光
施

泉
寺
や
越
前
大
仏
な
ど
市
内
の
観
光
施

設
へ
の
誘
客
、
滞
在
時
間
の
延
長
な
ど
、

設
へ
の
誘
客
、
滞
在
時
間
の
延
長
な
ど
、

市
内
で
の
観
光
消
費
額
を
増
や
す
仕
組

市
内
で
の
観
光
消
費
額
を
増
や
す
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
宿
泊
や
飲
食
な
ど
従
来
の
観
光

　

ま
た
宿
泊
や
飲
食
な
ど
従
来
の
観
光

産
業
に
加
え
、
農
業
や
各
地
区
の
ま
ち

産
業
に
加
え
、
農
業
や
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
と
も
連
携
し
、
勝
山
の
自

づ
く
り
活
動
と
も
連
携
し
、
勝
山
の
自

然
や
文
化
と
い
っ
た
魅

然
や
文
化
と
い
っ
た
魅

力
を
観
光
の
コ
ン
テ
ン

力
を
観
光
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
昇
華
す
る
「
深
堀

ツ
に
昇
華
す
る
「
深
堀

り
」
に
も
取
り
組
ん
で

り
」
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

　

地
元
事
業
者
や
市
民

　

地
元
事
業
者
や
市
民

の
皆
さ
ん
。
一
緒
に
勝

の
皆
さ
ん
。
一
緒
に
勝

山
の
経
済
圏
を
熱
く
し

山
の
経
済
圏
を
熱
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

えちぜん鉄道㈱
アテンダント
蒲
が も う

生　真
ま ゆ

夕さん

　北陸新幹線開業後も、
市民の皆さまには、引
き続き安心してご利用
いただけるようアテン
ドしてまいります。

勝山の魅力を深掘り

観光で地域経済を熱く

勝山市観光まちづくり㈱（勝山DMO）
坪
つぼうち

内　正
ま さ や

也　さん
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勝
山
市
に
は
、
県
立
恐
竜
博
物
館
が

　

勝
山
市
に
は
、
県
立
恐
竜
博
物
館
が

あ
る
た
め
、
北
陸
新
幹
線
の
福
井
・
敦

あ
る
た
め
、
北
陸
新
幹
線
の
福
井
・
敦

賀
開
業
後
は
、
間
違
い
な
く
多
く
の
旅

賀
開
業
後
は
、
間
違
い
な
く
多
く
の
旅

行
者
が
訪
れ
ま
す
。

行
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
地
域

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
平

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
平

泉
寺
や
越
前
大
仏
な
ど
市
内
の
観
光
施

泉
寺
や
越
前
大
仏
な
ど
市
内
の
観
光
施

設
へ
の
誘
客
、
滞
在
時
間
の
延
長
な
ど
、

設
へ
の
誘
客
、
滞
在
時
間
の
延
長
な
ど
、

市
内
で
の
観
光
消
費
額
を
増
や
す
仕
組

市
内
で
の
観
光
消
費
額
を
増
や
す
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
宿
泊
や
飲
食
な
ど
従
来
の
観
光

　

ま
た
宿
泊
や
飲
食
な
ど
従
来
の
観
光

産
業
に
加
え
、
農
業
や
各
地
区
の
ま
ち

産
業
に
加
え
、
農
業
や
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
と
も
連
携
し
、
勝
山
の
自

づ
く
り
活
動
と
も
連
携
し
、
勝
山
の
自

然
や
文
化
と
い
っ
た
魅

然
や
文
化
と
い
っ
た
魅

力
を
観
光
の
コ
ン
テ
ン

力
を
観
光
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
昇
華
す
る
「
深
掘

ツ
に
昇
華
す
る
「
深
掘

り
」
に
も
取
り
組
ん
で

り
」
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

　

地
元
事
業
者
や
市
民

　

地
元
事
業
者
や
市
民

の
皆
さ
ん
。
一
緒
に
勝

の
皆
さ
ん
。
一
緒
に
勝

山
の
経
済
圏
を
熱
く
し

山
の
経
済
圏
を
熱
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

北
陸
新
幹
線
が
福
井
・
敦
賀
ま
で
開

北
陸
新
幹
線
が
福
井
・
敦
賀
ま
で
開

業
す
る
と
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
す

業
す
る
と
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
す

る
お
客
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
な

る
お
客
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

車
内
で
は
、
沿
線
市
町
の
観
光
施
設

　

車
内
で
は
、
沿
線
市
町
の
観
光
施
設

や
駅
を
降
り
て
か
ら
の
交
通
手
段
な
ど

や
駅
を
降
り
て
か
ら
の
交
通
手
段
な
ど

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
混
雑
し
た
場
合

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
混
雑
し
た
場
合

で
も
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
て
良

で
も
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ま
た
福
井
県
や
勝
山
市

　

そ
の
結
果
、
ま
た
福
井
県
や
勝
山
市

に
訪
れ
た
い
と
思
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

に
訪
れ
た
い
と
思
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

加
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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地域の活性化は地域から

交流を通じて地域を未来へ

　

ま
ち
づ
く
り
の
む
き
の
会
は
、
エ
ゴ

　

ま
ち
づ
く
り
の
む
き
の
会
は
、
エ
ゴ

マ
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、

マ
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、

の
む
き
風
の
郷
を
活
用
し
て
、
地
元
農

の
む
き
風
の
郷
を
活
用
し
て
、
地
元
農

産
物
な
ど
の
販
売
や
住
民
の
交
流
、
地

産
物
な
ど
の
販
売
や
住
民
の
交
流
、
地

域
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

域
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

　

私
た
ち
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
ま
ち
づ
く
り
や
大
切
に
守
っ
て
き
た

る
ま
ち
づ
く
り
や
大
切
に
守
っ
て
き
た

自
然
や
文
化
は
、
き
っ
と
旅
行
者
に
魅

自
然
や
文
化
は
、
き
っ
と
旅
行
者
に
魅

力
的
に
う
つ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

力
的
に
う
つ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
多
く
の

観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
多
く
の

人
に
勝
山
の
リ
ア
ル
を
体
験
し
て
い
た

人
に
勝
山
の
リ
ア
ル
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
の
視

　

ま
た
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
の
視

点
が
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
地
元
の

点
が
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
地
元
の

良
さ
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な

良
さ
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
の

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
活
動
が

交
流
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
活
動
が

若
い
人
に
引
き
継
が
れ
、
持
続
的
な

若
い
人
に
引
き
継
が
れ
、
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
、
そ

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
未
来
を
思
い
描
い
て
い
ま

の
よ
う
な
未
来
を
思
い
描
い
て
い
ま

す
。
す
。

　

北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
に
よ

　

北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
関
西
圏
お
よ
び
中
京
圏

り
、
こ
れ
ま
で
の
関
西
圏
お
よ
び
中
京
圏

に
加
え
て
、
関
東
圏
か
ら
も
入
込
客
が
増

に
加
え
て
、
関
東
圏
か
ら
も
入
込
客
が
増

加
し
ま
す
。

加
し
ま
す
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
旅
行
者
の
旅

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
旅
行
者
の
旅

行
・
観
光
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
志
向
は
確

行
・
観
光
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
志
向
は
確

実
に
変
化
し
て
お
り
、
旅
先
で
し
か
感
じ

実
に
変
化
し
て
お
り
、
旅
先
で
し
か
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
本
物
の
体
験
を
求

る
こ
と
が
で
き
な
い
本
物
の
体
験
を
求

め
、
地
域
の
生
活
エ
リ
ア
に
足
を
運
ぶ
旅

め
、
地
域
の
生
活
エ
リ
ア
に
足
を
運
ぶ
旅

行
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

行
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
勝
山
市
に
は『
恐
竜
』と
い
う
キ
ラ
ー
コ

　
勝
山
市
に
は『
恐
竜
』と
い
う
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
、
左
義

ン
テ
ン
ツ
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
、
左
義

長
ま
つ
り
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
文
化
、
基

長
ま
つ
り
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
文
化
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
繊
維
産
業
、
各
地

幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
繊
維
産
業
、
各
地

区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
独
自
の
ま
ち

区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
旅
行
者
に
と
っ
て
の
魅
力

づ
く
り
な
ど
、
旅
行
者
に
と
っ
て
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
66
年
の
勝
山

年
の
勝
山

市
は
大
交
流
時
代
の
幕
開
け
に
よ
り
、
地

市
は
大
交
流
時
代
の
幕
開
け
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
チ
ャ
ン

域
の
活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

NPO法人まちづくりのむきの会
西
に し で

出　健
けんいち

一　さん

野菜や手作りパンはいかが
野向町コミュニティセンター
では初めての試みとして、の
むき風の郷が休業する期間、
新鮮な野菜や手作りパン、エ
ゴマ油を販売しています。
販売日時▶12月～3月まで
� 平日9:00～ 16:00
※パンの販売は水曜日のみ

「北陸新幹線福井開業カウントダ
ウン缶バッジ」で加藤優月さん
（成器南小6�写真右）が大賞、笠
川結愛さん（北郷小6�写真左）が
準賞に輝きました。

新幹線楽しみ！

　

北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
関
西
圏
お
よ
び
中
京
圏

に
加
え
て
、
関
東
圏
か
ら
も
入
込
客
が
増

加
し
ま
す
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
旅
行
者
の
旅

行
・
観
光
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
志
向
は
確

実
に
変
化
し
て
お
り
、
旅
先
で
し
か
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
本
物
の
体
験
を
求

め
、
地
域
の
生
活
エ
リ
ア
に
足
を
運
ぶ
旅

行
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
勝
山
市
に
は『
恐
竜
』と
い
う
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
、
左
義

長
ま
つ
り
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
文
化
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
繊
維
産
業
、
各
地

区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
旅
行
者
に
と
っ
て
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
の
勝
山

市
は
大
交
流
時
代
の
幕
開
け
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
む
き
の
会
は
、
エ
ゴ

マ
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、

の
む
き
風
の
郷
を
活
用
し
て
、
地
元
農

産
物
な
ど
の
販
売
や
住
民
の
交
流
、
地

域
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
ま
ち
づ
く
り
や
大
切
に
守
っ
て
き
た

自
然
や
文
化
は
、
き
っ
と
旅
行
者
に
魅

力
的
に
う
つ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
多
く
の

人
に
勝
山
の
リ
ア
ル
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
の
視

点
が
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
地
元
の

良
さ
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
活
動
が

若
い
人
に
引
き
継
が
れ
、
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
未
来
を
思
い
描
い
て
い
ま

す
。

9 9 　　　　 広報かつやま1月号 №830 広報かつやま1月号 №830



第２特集　中学校再編第２特集　中学校再編

新中学校建設基本設計新中学校建設基本設計（案）（案）
先月に引き続き、基本設計（案）の内容を抜粋してご紹介します。
※内容は今後変更する可能性があります� 問教育総務課 ☎88－8111

給食室の上階に天井の高い屋根付きの屋外
広場を設置し、休憩時間の軽運動や悪天候
時の部活動の練習場として利用します。

③ 屋外広場

廊下の幅を広くし、本棚やどこでもディスカッ
ションできるホワイトボード、電子掲示板な
どを設置し様々な交流を促す空間とします。

バルコニーには1.6mの高さに開放性のある
手摺を設け、安全性を確保しながらも、光
や自然豊かな眺望にあふれた空間にします。

従来より教室を広くし、余裕のある座席配
置とします。廊下側は開放できるため、様々
な授業形態に対応できます。

時間▶いずれも19:00 ～ 20:40 ところ▶各小学校の体育館

新中学校開校に向けた説明会
　下記の日程で、新中学校校舎などの基本設計や校名・制服体
操服の選定、スクールバスなどについて説明します。
　ご都合のつく方はぜひ各小学校区の会場にお越しください。

成器西小 1月23日㈫
荒土小 1月26日㈮

成器南小 1月30日㈫

村岡小 2月2日㈮
北郷小 2月6日㈫

平泉寺小 2月9日㈮

野向小 2月13日㈫
鹿谷小 2月16日㈮
三室小 2月20日㈫

３階
 3年生教室、調べ学習室、Englishroom など

②廊下

④バルコニー

①普通教室

２

4

３

１

1階
 1年生教室、職員室、給食室、1年生の広場 など

２階
 2年生教室、特別支援教室、多目的室、図書エリア など

－グラウンド側－

－勝山高校校舎側－
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か

子育て 情報ステーシヨン

つやままんなかこども

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　

障がい児通所支援事業所障がい児通所支援事業所
おくえつザウルスおくえつザウルス

「できる」を大切に「できる」を大切に
一人ひとりの困りごとに寄り添い一人ひとりの困りごとに寄り添い
育ちをサポートします育ちをサポートします

申・問福祉課 ☎87－0777

　奥越特別支援学校敷地内に障がい児の通所
支援事業所として、放課後等デイサービス「お
くえつザウルス」があります。

利用できる子
就学期（小学校１年～高校３年）の児童・生徒
※利用には市発行の「通所受給者証」が必要です

どんなことをしているの？
　こども支援の専門職員（児童発達管理責任者、
保育士、介護士、心理師など）が、個別支援計
画に基づいて支援しています。
・生活能力の向上のための訓練
・コミュニケーションの練習
・余暇活動の充実

利用日
◉平日の放課後
　13:30 ～ 17:30
◉土曜日
　長期休業中の平日
　8:30 ～ 17:30
※日・祝日・年末年始は休み

利用料はいくらなの？
　勝山市民の場合、助成により無料

学年集会や講演会、ミニコンサートなどの
ほか、可動間仕切りで部屋を仕切りグルー
プ学習を行うなど様々な活動が可能です。

３階
 3年生教室、調べ学習室、Englishroom など

④

⑤多目的室

５

1階
 1年生教室、職員室、給食室、1年生の広場 など

２階
 2年生教室、特別支援教室、多目的室、図書エリア など
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給
与
所
得
、
年
金
所
得
や
副
業

等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、

ス
マ
ホ
で
の
申
告
が
便
利
で
す
。

必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・�

申
告
会
場
に
行
く
必
要
が
無

く
、
自
宅
で
い
つ
で
も
で
き

る
・�

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
入
力
で
き
る

・�

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
、
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
撮
影

す
る
と
自
動
で
反
映

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携

で
、
生
命
保
険
料
等
一
部
情

報
を
自
動
入
力

・
還
付
金
の
振
込
み
が
早
い

自
宅
で
い
つ
で
も
で
き
る
、

ス
マ
ホ
申
告
を
利
用
く
だ
さ
い

I n f o r m a t i o n

受付期間▶　22月1616日㈮　～　33月1515日㈮　※土日祝日を除く
会　　場▶　税務署会場（大野税務署）、勝山市会場（教育会館3階）
　　　　問　大野税務署　☎66-2180、市民課（市役所1階）　☎88-8101

あなたは確定申告が必要？不要？

令和5年中に収入がありましたか？

令和5年中の主な収入は給与でしたか？

スタート
当市に「市・県民税の申告」を提出する必要はあ
りません。令和6年1月1日に居住していた市区町
村にお問い合わせください。

「市・県民税の申告（無所得の申告書）」を提出し
てください。市内の方の扶養親族として申告され
ている場合は不要です。

「市・県民税の申告」が必要です
※��年金収入のみで控除の追加をし
ない方は不要

当市に「市・県民税の申告」の必要はありま
せん。（「所得税の確定申告書」を提出すると、
その申告書が当市に送付されるため）

申告の必要はありません。

「所得税の確定申告」をしてく
ださい。所得税が納付や還付に
ならないときは「市・県民税の
申告」になります。

「所得税の確定申告」をしてください。年末調整されていない給与収
入と給与以外の所得の合計が20万円以下であれば「市・県民税の申告」
になります。

「所得税の確定申告」をしてください。年末調整され
ていない給与収入が20万円以下であれば「市・県民
税の申告」になります。

令和6年1月1日に、当市に居住していましたか？

所得税の納付や還付のための確定申告書を提出し
ますか？
※��公的年金などの収入額の合計が400万円以下
で、その他の所得が20万円以下の方は「所得
税の確定申告」は不要（ただし、還付を受ける
ための申告は可能）

次のうち、何番に該当しますか？
①�給与は1か所のみ
②�給与は2か所以上
③��給与と給与以外の収入（営業、農業、不動産、
一時所得など）がある

※��勤務先から当市に「給与支払報告書」が提出さ
れていないときは、「市・県民税の申告」が必
要

年末調整を
されていま
すか？

はい

はい

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

①

②③

※�このフローチャートは、一般的な事例です。あてはまらない場合は、市民課までお問い合わせください
※��給与所得者の方で、年末調整後に医療費控除や扶養控除などの控除を追加、変更する場合は「所得税の確定申告」
をする必要があります

ス
マ
ホ
で
の
確
定
申
告
は

こ
ち
ら
か
ら

確定申告書等
作成コーナー
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確
定
申
告
を
す
る
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い

市
の
相
談
会
場
で
申
告
で
き
な
い
方

①
青
色
申
告
を
す
る

②
営
業
所
得
が
あ
る

③�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・
配
当

所
得
な
ど
が
あ
る

④
山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

⑤
災
害
な
ど
の
雑
損
控
除
を
受
け
る

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

⑦
過
年
度
の
申
告
を
す
る

⑧
損
失
の
繰
越
控
除
が
あ
る

⑨
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
申
告
を
す
る

　

大
野
税
務
署
で
は
会
場
内
の
混
雑
を

回
避
す
る
た
め
、
会
場
内
へ
の
入
場
の
際

に「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日
分
を
配
付

す
る
ほ
か
、
国
税
庁
の
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付

枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

入場整理券の
オンライン事前
発行はこちら

　

上
記
以
外
の
方
は
、
勝
山
市
会
場
で

も
申
告
で
き
ま
す
。
な
お
ご
自
身
で
作
成

さ
れ
た
還
付
申
告
書
は
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
や

大
野
税
務
署
で
1
月
か
ら
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

勝山市会場（教育会館3階）

受付時間▶午前8時30分～11時
30分、午後1時～3時30分

問市民課　☎88-8101

申告内容 必要なもの

すべての申告

年金および給与の源泉徴収票、マ
イナンバーカード（または通知カー
ドと本人確認書類＊1）、扶養親族が
いればそのマイナンバー、あれば
前年度の申告書の写し、利用者識
別番号通知（税務署からの通知）

所得税の還付 申告者名義預貯金の金融機関や口
座などがわかるもの

生命・地震保険料控除 支払保険料控除証明書

国民年金保険料控除 控除証明書または領収書

障害者控除 障害者手帳、障害者控除対象者認
定証

営業・農業・不動
産所得の申告

収支内訳書、農業所得収支計算準
備表、収入・経費がわかる領収書

医療費控除（セルフ
メディケーション
税制）

医療費通知書、領収書
※�受診者・病院別ごとに金額を集
計し、医療費控除の明細書に記
入しておいてください

国民健康保険税の
社会保険料控除＊2

令和5年中に納めた合計額（領収
書の添付は不要）

寄附金控除 寄附した団体から発行された領収
書など

出張受付日時 場所
2月26日㈪ 午後1時30分～

3時30分
北谷町コミュニ
ティセンター

2月27日㈫
午前9時～ 11時 野向町コミュニ

ティセンター
午後1時30分～
3時30分

北郷まちづくり
会館

2月28日㈬
午前9時～ 11時 荒土まちづくり

会館
午後1時30分～
3時30分

村岡まちづくり
会館

2月29日㈭
午前9時～ 11時 平泉寺まちづくり

会館
午後1時30分～
3時30分 猪野瀬こうみん館

3月1日㈮
午前9時～ 11時 遅羽まちづくり

会館
午後1時30分～
3時30分

鹿谷まちづくり
会館

＊１　�運転免許証、障害者手帳、パスポートなどは１点、
健康保険証などの顔写真の無いものは２点必要

＊２　申告できる方は下表のとおり
納付方法 申告できる方

納付書 支払った方
口座振替 当該口座名義人
特別徴収（年金引去り） 当該年金受給者

期間▶1月15日㈪～ 3月15日㈮
　所得税および復興特別所得税、消費税およ
び地方消費税、贈与税の確定申告に関するご
質問やご相談は、自動音声案内に従い「0」を
選択してください。また、国税に関する一般
的なご質問やご相談は「1」を選択してくださ
い。（※国税局税務相談室につながります）

確定申告コールセンター
☎６６－２１８０（大野税務署）

大野税務署会場

受付時間▶�午前９時～午後４時

問大野税務署　☎66-2180

休日相談は3月3日㈰
受付時間▶午前9時～ 11時
　　　　　午後1時～ 2時30分
※農業相談も同日開催

「土地・建物などを売った場合の
譲渡所得」および「贈与税」の相談日
2月16日㈮・22日㈭・29日㈭、
3月1日㈮・7日㈭・8日㈮・�
13日㈬・１4日㈭・15日㈮

＊各館定員12名、受付開始30分前から整理券を配布

　

右
の
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

参
考
に
、
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
は
税
務
署
で
申
告
が
必
要
で

す
。

　

申
告
の
提
出
が
な
い
場
合
、
所
得
証

明
書
の
交
付
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
な
ど
に
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

12
月
定
例
市
議
会
　
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０   

決
ま
っ
た
内
容

補
正
予
算

　
主
な
内
容
と
し
て
、
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
に
よ
る
負
担
軽
減
対
策
、
元
禄
線
歩

道
整
備
工
事
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
な
ど
を
計
上
し
、
一
般
会

計
の
総
額
は
1
4
6
億
4
3
9
8
万
円

（
4
億
4
7
1
0
万
円
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
6
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
１
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・�

手
話
言
語
条
例

・�

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・�

市
税
条
例

・�
勝
山
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
・�

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例

・
勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

・
手
数
料
条
例

・�

勝
山
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す

る
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

そ
の
他

　

令
和
4
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出
決
算

（
継
続
審
査
案
件
）
が
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、

5
件
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
可

決
、
勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

審議結果
はこちら

一般質問
動画はこちら

3月定例会一般質問予定日3月定例会一般質問予定日

3月5日㈫・6日㈬
両日とも午前10時～

会期日程はこちら

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

税
制
の
ご
案
内

問
市
民
課�

☎
88
‐
8
1
0
1

　
「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て

す
る
」
こ
と
を
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
言
い
ま
す
。

　

薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
対
象
医

薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
世
帯
で
の
年
間

購
入
額
が
1
万
2
0
0
0
円
を
超
え
た

場
合
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
（
医
療
費
控
除
の
特

例
）で
税
の
控
除
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　東京奥越経済同友会から、市内各児童センター、
世界に羽ばたく勝山市のアスリートを応援する
会、偕生慈童苑で活用してほ
しいとご寄附をいただきまし
た。

12/16 ご寄附ありがとうございました

詳細はこちら
国税庁e-TAXキャラクター

イータ君
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

市
職
員
な
ど
の
給
与
を
公
表
　
人
件
費
の
状
況

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
１
１
１
３ 

　

令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
の
市
の
三

役
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
給
料
・
手

当
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

人件費の決算状況� （令和4年度決算・普通会計）
歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 令和3年度人件費率

13,935,339千円 2,376,692千円 17.1％ 16.9％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます
職員給与費の状況� （令和5年度・普通会計）

職員数(A)
給 与 費 1人あたり

給与費(B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

214人
千円

850,203
千円

156,205
千円

339,310
千円

1,345,718
千円

6,288

（注）職員手当には退職手当を含みません

部門別職員数の状況� （各年の4.1現在）
区分

部門
職　員　数（人） 対前年増減数（人）
R3 R4 R5 R3 R4 R5

一
般

議 会 4 4 4 0 0 0
総 務 42 49 48 △3 7 △1
税 務 9 11 11 △2 2 0
農 水 16 15 15 0 △1 0
商 工 14 9 10 △1 △5 1
土 木 22 22 21 △1 0 △1
小 計 107 110 109 △7 3 △1

福
祉

民 生 26 23 25 △2 △3 2
衛 生 15 15 12 2 0 △3
小 計 41 38 37 0 △3 △1

一 般 行 政 計 148 148 146 △7 0 △2

特
別

行
政

教 育 44 37 32 0 △7 △5
消 防 38 37 36 △1 △1 △1
小 計 82 74 68 △1 △8 △6

公
営
企
業
等

上 水 道 6 6 6 0 0 0
下 水 道 4 5 5 0 1 0
そ の 他 15 15 15 △1 0 0
小 計 25 26 26 △1 1 0

総 合 計 255 248 240 △9 △7 △8
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休
職者を含み、再任用短時間勤務職員および会計年度任用職員を除いています

職員手当の状況� （令和5年度）
区 分 主 な 内 容

期末手当
勤勉手当

� 6月期� 12月期� 計
� 1.20月分�1.25月分� 2.45月分
� 1.00月分�1.05月分� 2.05月分

退職手当

� 自己都合� 勧奨・定年
勤続20年� 19.6695月分� 26.3655月分
勤続25年� 28.0395月分�33.27075月分
勤続35年� 39.7575月分� 47.709月分
最高限度額� 47.709月分� 47.709月分

（国の最高　47.709月分）
1人あたりの平均支給額　17,983千円（令和4年度）

特殊勤務
手 当

①用地交渉業務従事手当②動物死体汚
物処理業務従事手当③感染症防疫業務
従事手当④徴収事務従事手当⑤消防署
勤務手当

扶養手当

○配偶者　6,500円　子　10,000円
　父母等　6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳まで
の子１人につき5,000円加算）

住居手当 借家27,000円までの場合、16,000円を引いた額

通勤手当 交通機関利用の場合　55,000円まで自家用車の場合　2,000円～ 31,600円
時 間 外
勤勉手当

支給総額　91,048千円（令和4年度）
1人あたりの年額405千円

等級別職員数の状況
区分 代 表 的

な 職 名 職員数 構成比

１級 主 事�
技 師 12 5.0%�

２級 主 事�
技 師 19 7.9%

３級 主 査 96 40.0%��

４級 係 長 50 20.8%

（R5.4.1現在）職員数240人

区分 代 表 的
な 職 名 職員数 構成比

５級 課長補佐 29 12.1%

６級 課 長 16 6.7%

７級 政策幹等 6 2.5%
技能
労務
職員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

12 5.0%�

特別職の給料、報酬等の状況� （令和5年度）
市　長　850,000円 議　長　440,000円
副市長　710,000円 副議長　370,000円
教育長　605,000円 議　員　350,000円
期末手当　6月期�1.650月分�12月期�1.750月分

国と比較した平均給料月額�（R5.4.1現在）
区 分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢

勝山市 328,548円 44.6 310,375円 55.5

国 322,487円 42.4 286,942円 51.2

国と比較した初任給� （R5.4.1現在）

区 分 高校卒
初任給

高校卒
2年目

大学卒
初任給

大学卒
2年目

勝山市 166,600 170,900 196,200 202,400

国 166,600 170,900 196,200 202,400

職員の経験年数平均給料
（一般行政職（大学卒））� （R5.4.1現在）
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

238,750円 266,138円 311,529円
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

　

暗
証
番
号
の
設
定
や
管
理
に
不
安
が

あ
る
方
が
、
安
心
し
て
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
利
用
で
き
る
よ
う
、
暗
証
番
号
の
設

定
を
不
要
と
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
こ
れ
か
ら

申
請
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
既
に
持
っ
て

い
る
方
も
、
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
設
定
切
替
が
で
き
ま
す
。

切
替
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

市
民
課
市
民
係
の
窓
口
で
切
り
替
え

が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※�

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
の
場
合
は
、
委

任
状
、
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

こ
れ
か
ら
申
請
す
る
方

　
カ
ー
ド
の
交
付
時
に
設

定
切
替
が
で
き
ま
す
。

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

◉�

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
（
事
前
に

利
用
登
録
が
必
要
で
す
）

◉
本
人
確
認
書
類
と
し
て
の
利
用

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

�

（
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
）

◉
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

◉
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

◉
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

◉�

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
服

薬
指
導
に
お
け
る
健
康
保
険
証
と
し

て
の
利
用�

な
ど

※�

暗
証
番
号
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
す

べ
て
利
用
で
き
ま
せ
ん

※�

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
切

り
替
え
る
と
利
用
で
き
な
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

暗
証
番
号
の
設
定
不
要
！　
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

使
っ
て
便
利
‼ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
機
能

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
1

産
前
産
後
期
間
の
国
保
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
1

届
出
先

　
市
民
課　
市
民
税
係

届
出
に
必
要
な
も
の

◉�

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類
（
母
子
健
康
手
帳

な
ど
）

◉�

単
胎
妊
娠
ま
た
は
多
胎
妊
娠
の
別
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

◉�
死
産
等
に
よ
り
届
出
を
行
う
場
合
は
、

死
産
等
の
日
お
よ
び
身
分
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

※�

対
象
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

産
日
お
よ
び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
が
必
要

◉�

世
帯
主
お
よ
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

◉�

届
出
人
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

◉�

別
世
帯
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

世
帯
主
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

　

出
産
予
定
ま
た
は
出
産
し
た
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
の
産
前
産
後
期
間

相
当
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

減
免
す
る
制
度
が
令
和
６
年
１
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
（
以
下
「
出
産
予
定
月
」）
の
前
月
か

ら
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
か

ら
）出
産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間

※�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上

の
分
娩
を
い
い
ま
す
。

対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
の
方

�

※�

死
産
、
流
産
、
早
産
、
人
工
妊
娠
中
絶

を
さ
れ
た
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
保
険
税

　

１
月
以
降
の
対
象
期
間
の
所
得
割
額

と
均
等
割
額

届
出
に
つ
い
て

　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
け

出
が
可
能
で
す
。
な
お
、
郵
送
で
も
届
出

が
で
き
ま
す
。
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

「
令
和
5
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

送
付
さ
れ
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2ねんきんネット

はこちら

見
直
し
ま
し
ょ
う
　
薬
と
の
付
き
合
い
方

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）は
、
新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
期

間
が
満
了
し
た
後
に
、
同
様
の
有
効
成

分
・
効
能
で
作
ら
れ
、
新
薬
よ
り
低
価
格

な
医
薬
品
で
す
。
患
者
の
負
担
額
の
削
減

と
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※�

一
部
医
薬
品
の
供
給
不
足
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
医
師

や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
と
は
、
症
状
が
安
定

し
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
医
師
の
処
方

箋
に
よ
り
、
一
定
期
間
内
で
最
大
3
回
、

医
療
機
関
に
か
か
ら
ず
薬
局
で
処
方
薬

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
患
者
に
と
っ
て
は
、
通
院
負
担
を
軽
減

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
結
果
と

し
て
、
医
療
の
効
率
化
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

※�

投
与
量
の
制
限
が
あ
る
薬
や
湿
布
薬

は
対
象
外
で
す
。

　
薬
の
重
複
服
薬
（
＊
１
）
や
多
剤
服
薬

（
＊
２
）
は
、
体
へ
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、

医
療
費
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
適
正

に
服
薬
し
て
い
る
か
、
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
ち
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
情
報
を
把

握
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

＊
１�

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
場
合
に
、
同
じ
効
能
の
薬
が
重
複

し
て
処
方
さ
れ
、
そ
れ
を
服
用
す
る

こ
と
で
す
。
体
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
り
、
体
の
不
調
を
招
く
こ
と
が
あ

り
ま
す

＊
２�

単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が
多
い
こ

と
で
は
な
く
、
何
種
類
も
の
薬
を
服

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
副
作
用
を
起

こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
な

く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す

重
複
・
多
剤
服
薬
に
は
ご
注
意

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」の
利
用
で

通
院
負
担
を
軽
減

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
中
に
老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
方
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ

ま
す
。
令
和
5
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
送
付
時
期

　

１
月
中
旬
～
1
月
下
旬
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
順
次
発
送

※�

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得
税
の

課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付

　

電
話
（
０
７
７
６
ー
23
ー
４
５
１
８　

自
動
音
声
①
→
②
）で
申
請
で
き
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、
送
付

ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

※�

市
役
所
で
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
源
泉
徴
収
票
の

内
容
が
確
認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
画
面
上
か
ら
、

源
泉
徴
収
票
の
内
容
の
確
認
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
通
知
書
の
原
本
が
必
要
な
場

合
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」か
ら
再
交
付

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
の
源
泉
徴
収

票
の
内
容
の
確
認
は
12
月
28
日
か
ら

可
能
で
す

※�

再
交
付
申
請
は
令
和
6
年
１
月
4
日

か
ら
可
能
で
す
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

「借金が返せなくなった」「養育費を払ってくれない時はどうしたら…」「勤務先
から給与を支払ってもらえない」「死亡した父の借金を払いたくない」「別居中だ
けど子どもに会いたい」「別れた彼氏からお金を請求されている」etc

法テラス福井では経済的に余裕のない方に対し、弁護士・司法書士による
「無料法律相談会」を定期的に開催しています。

まずは下記番号にお電話ください。

日本司法支援センター 法テラス福井
その悩みごと、法テラスに相談！無料相談予約受付中！

0570-078348
福井市宝永4-3-1 サクラNビル2階

※法テラスは国が設立した公的な法人です。
※まずはお電話を！電話受付時に、ご利用条件
（収入や資産が一定額以下の方が対象です）を
確認させていただき、予約可能な方については
相談日などをご案内させていただきます。予約受付時間/平日9：00～17：00 土日祝営 休

住
民
税
非
課
税
世
帯

�

臨
時
特
別
給
付
金

問
福
祉
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
7
7
7

４
月
１
日
開
始
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
分
別
回
収

�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
4

①
キ
ッ
チ
ン
用
品

　
茶
碗
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
箸
、
タ
ッ
パ
ー
、

弁
当
箱
、
皿
、
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
、

計
量
カ
ッ
プ
、ボ
ウ
ル
、三
角
コ
ー
ナ
ー
、

コ
ッ
プ
、
ざ
る
、
製
氷
皿
、
お
盆

②
文
具
類

　
下
敷
き
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
定
規

③
袋
類

　
ポ
リ
袋
、
保
存
袋
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

袋
、
買
い
物
袋（
※
レ
ジ
袋
以
外
）

④
衛
生
用
品
類

　
バ
ケ
ツ
、
靴
べ
ら
、
ご
み
袋
、
布
団
た

た
き
、
ハ
エ
た
た
き
、
く
し
、
洗
面
器
、

じ
ょ
う
ろ
、
ち
り
と
り
、
湯
た
ん
ぽ
、
ハ

ン
ガ
ー
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
ハ
ン
ガ
ー

で
返
却
で
き
る
も
の
は
ご
利
用
店
舗
へ
）

⑤ 

ケ
ー
ス
類
（
パ
ッ
キ
ン
な
ど
は
必
ず
全

3

3

3

て3

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
）

　

虫
か
ご
、
貯
金
箱
、
C
D
・
D
V
D
・

ブ
ル
ー
レ
イ
の
ケ
ー
ス
、
書
類
ケ
ー
ス
、

レ
タ
ー
ケ
ー
ス
、
ペ
ッ
ト
キ
ャ
リ
ー

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
し
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

給
付
額
▼
１
世
帯
当
た
り
７
万
円

※�

対
象
世
帯
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
給

付
金（
3
万
円
）を
受
給
し
、
そ
の
後
世

帯
の
変
更
が
な
い
世
帯
に
対
し
、
12
月

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た

※�

そ
の
ほ
か
の
対
象
世
帯
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。（
1
月
下
旬
予
定
）�

要
件
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

申
請
締
切
▼
２
月
29
日
㈭

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
の
分
別
回
収
が
始
ま
り
ま

す
。

　

近
年
、
豪
雨
災
害
や
大
雪
に
よ
る
災

害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
変
化
の
要
因
の
一
つ
に
地
球
温
暖

化
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
自
然
環
境
を

次
世
代
に
残
す
た
め
に
は
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
し
、
温
暖
化
を
抑
制
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減

ら
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
ご
み
と
し
て
処
理

さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
中

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
選
定
し
、
資
源
と
し
て
分
別
回

収
、
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
回
収
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
山
市
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
将
来
像

「�

2
0
5
0
年
度
を
待
た
ず
に
早
期
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

し
、
2
0
5
0
年
度
に
は
マ
イ
ナ
ス

カ
ー
ボ
ン
社
会
を
目
指
し
ま
す
」

分
別
回
収
対
象
品
目

�

（
５
品
種
38
品
目
）

詳細はこちら
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時 �–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

福井の発酵食
魅力まるごと体験教室

時1月21日㈰《午前の部》午前10時
～正午《午後の部》午後1時30分～
3時30分所遅羽まちづくり会館　
内発酵食の基礎知識、福井県を代
表する発酵食5品（浜名味噌、へし
こ、鯖の熟れ鮨し、沢庵の煮たの、
にしんずし）の紹介と試食（ご飯汁
物付）対中学生以上
定 各15人 程 度 費
3,000円/人（学生は
500円引き）締1月
19日㈮

問福井食の魅力まるっと伝え隊
　代表 土田未来子
　☎090－8260－2340

勝山市移住サポーター企画
移住者交流イベント

時2月3日㈯午後3時30分 ～ 4時
30分所ふるさと茶屋縄文の里内恵
方巻作り体験＆交流会対移住者・
移住希望者（家族も
可）定10人費800円
/人（ワンドリンク
付）締1月31日㈬
申・問商工文化課　☎88－8117

国際交流イベント
スノーシューともちつき体験

時2月10日㈯午前9時30分～午後
2時30分所県自然保護センター、
平泉寺まちづくり会館（市役所集
合）費500円持暖かい服装、長靴
締2月2日㈮※中学
生以上は保護者同伴
申・問未来創造課
　☎88－1115

冬の風物詩「勝山年の市」
時1月28日㈰午前9時～午後2時　所勝山本町通り

問 勝山年の市振興会　☎090－8269－8529

詳細はこちら

申込はこちら
詳細はこちら

出店者情報など
詳細はこちら

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
消
防
署
☎
88
‐
0
4
0
0

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
、
消
防
署
が
患

者
搬
送
用
レ
ス

キ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
整
備
し
ま
し

た
。

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
被
災
地
の
状
況
は
深
刻
で
、
市
役

所
で
も
緊
急
物
資
支
援
輸
送
を
行

う
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
被
災
地
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
被
災
地
の

復
興
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
T
・
S
）

編
集
後
記
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発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

“ちょこっと”

電気工事
椿坂電機株式会社
北陸電力送配電 認定店

TEL 0779-88-1312
FAX 0779-88-5689
〒911-0801勝山市沢町2丁目2-21

お家の

お気軽にお問い合わせください照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！!

照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！! 年延長保証10

エアコン
の設置承ります! !

家庭用 広報 2023 年 1月号　広告案


